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ス ピン緩 和 理 論 の諸 問題
-コリンハ関係式の拡張など一
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秋田大 ･教育 森 田 昭 雄
東大 ･教養 渡 辺 啓
電気屈折は外部電場によって誘起される光学的異方性を光を用い観測するo座標系 Ox′,,Z′
を分子に固定しもう一個の座標系Oxyz を空間に固定する｡AをOx′y,Z′系から03yZ系に対する
変換とすればm-Am′･E-AE′が成立するoここでm,m′及びE,E'EまそれぞれOx,Z及び
ox′y,Z′系における誘起双極子モーメント,外部電場であるo またp'を分子の永久双極子モー
メント,a′を分子の分極率テンソルとすればm′-I/+a′E′である｡従って,m-A+aE
と書くと,p-All,,a-Aa′AIlである｡今電場E-EkをZ軸に沿って加え,光をyz平
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